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第第１１章章  未未来来戦戦略略推推進進ププラランンのの基基本本的的なな考考ええ方方  

（１） 未来戦略推進プランの目的と性格

●プランの目的 

これからの少子高齢・低成長社会では、居住の場として、また、経済活動の場として、そして自己実

現の場としても、都市や地域が選ばれる時代です。 

我が国全体として人口減少時代にあるなか、豊島区が選ばれていくためには、明確な将来ビジョンと

政策を掲げて地域が持てる力を引き出し、様々な主体と協力しながら地域経営を進めていくことが重要

です。地域社会が総力を結集して、個性を活かした独自の政策を形成し、魅力あるまちづくりを進める

ことで、自治体経営の持続可能性に対する信頼を高めていく必要があります。 

豊島区に住み、暮らし、働き、学び、活動し、交流していくうえで、地域社会が提供するハード、ソ

フトの魅力が総合的に将来にわたって持続されるという安心感、その信頼こそが「住みたいまち、訪れ

たいまち」をかたちづくる最も重要な要素となります。このプランは、こうした都市としての信頼（ブ

ランド）を確かなものとし、誰もが多様な文化を享受し合い、世界中の人々を魅了する賑わいあふれる

国際アート・カルチャー都市づくりを推し進めていくために、“都市経営”と“行政経営”の視点から、

次世代に豊かな豊島区を引き継いでいくための戦略を明らかにすることを目的として策定するもので

す。 

●プランの性格 

未来戦略推進プランは、次の３つの性格をあわせ持つ計画です。 

○「豊島区基本計画」の実施計画 

平成 15 年３月、「未来へ ひびきあう 人 まち・としま」を将来像とする基本構想を定め、平成

27 年３月には社会経済状況の変化を踏まえた見直しを行いました。また、基本計画については、平

成 28 年３月に平成 28 年度からの 10 か年を計画期間として策定し、令和４年３月に後期部分の見

直しを行いました。 

プランはこの基本計画の実施計画としての性格を持つものであり、基本計画が示す都市像の実現

や地域づくりの方向、政策・施策の着実な実施に向けた事業の具体化を図り、実行していくための

ものです。 

○ 都市経営の戦略 

「基本計画」が掲げる「地域経営の方針」に基づき、都市経営という視点から、「安心戦略」と

「成長戦略」の好循環、そして目指す都市像『国際アート・カルチャー都市』の実現に向け、政策

相互の効果的な融合と施策の重点化を促進する計画です。 

○ 行政経営の戦略 

財政危機を克服することを主眼として、これまで数次にわたって取り組んできた行政経営改革を

継承しつつ、民との協働による「豊かな公共、スリムな行政」という考え方に基づき、変化が激し

い時代に対応した行政経営システムを確立する計画です。

１ 未来戦略推進プランの位置づけ
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未未来来戦戦略略推推進進ププラランン２２００２２２２  

（２） 未来戦略推進プランの計画期間

プランの計画期間は、平成 28年３月策定（令和 4年 3月後期見直し）の「豊島区基本計画」（10か年）

の実施計画として３か年とします。 

また、毎年度新たな内容や修正を加えつつ、毎年度ローリング（改定）していくものとし、「未来戦

略推進プラン 2022」の計画期間は、2022 年度から 2024 年度の３か年とします。 

「豊島区基本計画」と「未来戦略推進プラン」の計画期間 

年年度度  
22001144

ＨＨ2266

22001155

ＨＨ2277  

22001166

ＨＨ2288  

22001177

ＨＨ2299  
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ＨＨ3300  

22001199

RR11  

22002200

RR22  

22002211

RR33  

22002222

RR44  

22002233

RR55  

22002244
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22002255

RR77  

基基本本計計画画  

1100 かか年年  

ププラランン  

実実施施計計画画  

３３かか年年  

（３） 未来戦略推進プランの構成

第１章
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第２章

未来戦略推進プランの目標

第３章

地域別事業計画

第４章

新たな行政経営システムの展開

第５章

公共施設等のマネジメントの推進

第６章

政策分野別の事業計画（基本計画の実施計画）
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（１） 人口と人口密度の推移 
 

平成９年を底に平成 14 年まで増加傾向が続いていた区の人口は、平成 15 年、平成 16 年の２年間一

時的に減少しました。その後、平成 17 年には再度増加に転じ、令和２年まで増加し続けましたが、令

和３年には再び減少に転じました。令和４年１月現在 283,342 人となっています。 

区の人口の増加数は、平成 18 年以降５年連続して 2,000 人を超えましたが、平成 23 年は 1,726 人、

平成24年は1,336人と一時鈍化してきました。平成25年以降は再び増加数の拡大傾向が進みましたが、

令和３年には減少に転じました。令和４年１月現在の人口は、前年と比較して、日本人人口は 1,700 人

の減少、外国人人口は 2,258 人の減少、全体としては 3,958 人の減少となりました。 

また、区の人口密度は、令和４年１月現在１ヘクタールあたり 217.8 人となり、全国一の人口密度の

高さを維持しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

各区の人口密度の推移 

２ 人口等からみた都市の状況 

豊島区の人口の推移 

豊島区の外国人住民数の推移 
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（２） 世帯類型別の推移

区の世帯数は、平成 27 年から

令和２年までの間に 7,443 世帯

増加し、183,819 世帯となりま

した。 

世帯類型別にみると、「単独世

帯」「ファミリー世帯（※）」「夫

婦のみの世帯」すべての世帯類

型で世帯数が増加しています。 

特に「単独世帯」の増加が著

しく、全世帯に占める割合は、

令和２年で約64％となっていま

す。一方、「ファミリー世帯」は

増えているものの、その割合は

21％となっています。 

23 区の中で比較すると、「単

独世帯」の割合は新宿区、渋谷

区に次いで高く、「ファミリー世

帯」の割合は新宿区、渋谷区、

中野区に次いで低くなっていま

す。 

（※「ファミリー世帯」は、「夫婦と 

子の世帯」、「ひとり親と子の世帯」、 

「三世代世帯」の合計）

豊島区の世帯類型別推移

豊島区の世帯類型別構成比 単独世帯とファミリー世帯の割合 

※単独世帯数について 
平成 17 年の数値は、世帯類型不詳世帯

の増加を踏まえて修正した推計値。統計
上の数値は 70,122 世帯 
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区区部部平平均均
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（令和4年1月1日 住民基本台帳（外国人住民を含む））

24,723

21,795

63,980

92,515

56,129

29,334

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

S45
(70)

S50
(75)

S55
(80)

S60
(85)

H2
(90)

H7
(95)

H12
(2000)

H17
(05)

H22
(10)

H27
(15)

R2
(20)

40～64歳

25～39歳

15～24歳

65歳以上
0～14歳

75歳以上

（人）

9.5%

8.4%

24.7%

35.7%

21.7%

11.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

S45
(70)

S50
(75)

S55
(80)

S60
(85)

H2
(90)

H7
(95)

H12
(2000)

H17
(05)

H22
(10)

H27
(15)

R2
(20)

40～64歳

75歳以上

25～39歳

15～24歳

0～14歳

65歳以上

令和4年1月1日

（３） 少子高齢化の進展 
 

 年齢構成別の人口の推移をみると、０～14 歳は、平成 19年以降増加が続いていましたが、令和４年

に微減となりました。15～24 歳、75 歳以上も増加傾向にありましたが、令和３年より減少傾向に転じ

ました。40～64歳は一貫して人口が増加し続けています。生産年齢人口における比較的若い層といえる

25～39 歳の人口は、平成 25 年以降減少し続けています。 

 ０～14歳における構成比は、平成 19年以降の人口増に伴い緩やかに増加し続け、令和２年は 9.5％

になり、その後は横ばいとなっています。また、40～64 歳は 35.7％、75 歳以上は 11.3％と、ともに平

成 19年以降最も高い割合を示しています。その一方で、15～24 歳においては、8.4％と低く、25～39

歳においては 24.7％と平成 19年以降継続して減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
豊島区の総人口に占める高齢者の

割合は20.1％で、23区の中で比較す

ると、８番目に低い値となっています。 

一方、年少者の割合は9.2％で、台

東区、新宿区、中野区に次いで４番目

に低い状況です。 

 

 

 

豊島区の年齢構成別人口の推移 
（各年 1月 1 日現在・住民基本台帳（日本人住民のみ）） 

高齢者と年少者の割合の比較 

人口の推移 構成比の推移 

令和4年1月1日
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（４） 出生数の推移

減少を続けてきた出生数は、平成７年以降、1,400～1,500 人前後でほぼ横ばいで推移してきました。

平成 17 年以降増加傾向にありましたが、平成 30年より減少に転じました。 

合計特殊出生率については、平成 15 年以降、増加傾向にありましたが、平成 30年より減少に転じま

した。 

（※合計特殊出生率：その年次の出生率で子どもを産むと仮定した時の、一人の女性が一生のあいだに産む子どもの数） 

令和２年の豊島区の合計特殊出生率は、0.90 となりました。 
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合計特殊出生率と出生数の推移

全国

東京都

豊島区

棒グラフは豊島区の出生数：左目盛

折れ線グラフは合計特殊出生率：右目盛

(出生数) (合計特殊出生率)

※合計特殊出生率の算出には日本人人口を用いている。 

出典：厚生労働省令和 2年（2020）人口動態統計（確定数）の概況」、 

   東京都福祉保健局「人口動態統計年報（確定数）令和 2年」より 

平成昭和
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（５） 昼間人口の推移
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2000
平成12年

2005
平成17年

2010
平成22年

2015
平成27年

流入人口 残留人口

豊島区の昼間人口（流入と残留）

(人) 

425,691 408,802 422,995
389,988

417,146

昼間人口（就業と就学を目的とした地域間移動後

の人口）は、平成２年の 42 万 5,691 人をピークと

して減少傾向にあり、平成 22年時点では 42万人と

増加に転じたものの、平成 27年度時点では 42 万人

を下回りました。 

（※平成 17 年の国勢調査の統計表では、豊島区の昼間人

口は 378,475 人です。39万人は、これに集計対象外となっ

ている年齢不詳等の人口を補正して加えた推計値です。）

昼間人口を比較した他の区では、多くの区で増加

傾向を示していますが、豊島区は減少しました。 

流入人口については、平成 22年の国勢調査では

港区、江東区、品川区を除く 20 区が減少となりま

したが、平成 27 年の国勢調査では 12 区が増加し、

減少した区は豊島区を含む 11区となりました。 

毎日区外から豊島区内に通勤・通学する流入人口

の増減は、都市の活力を示す重要なバロメーターで

す。今後、池袋副都心を中心に商業業務機能を再生

し、就業者を増やしていくことが課題です。 

昼間人口の推移
(万人)

38.1

94.1 

75.0
77.6 

60.6
60.9 

52.1

53.9 

42.3
41.7 

34.5
34.6 

29.5
30.4 
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40
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70

80

90

100

昭

30

昭

35

昭

40

昭

45

昭

50

昭

55

昭

60

平2 平7 平

12

平

17

平

22

平

27

港区

新宿区

中央区

渋谷区

豊島区

文京区

台東区

※昼間人口が夜間人口の 1.5 倍以上

となる区（千代田区を除く）を比較

平
２
平
７

（平成 27 年国勢調査）

（平成27年国勢調査）
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8,278

3,962

2,049

779

301
720
54

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 R2

非木造 住宅、アパート

非木造 事務所、店舗、百貨店、銀行

木造 専用住宅

木造 アパート

木造 併用住宅

非木造 その他

木造 その他

(千㎡)

(各年1月1日)

豊島区における種類、構造別家屋の
床面積の推移

平成

20,022

14,239

19,331

9,548

7,678
6,560
6,264

3,639
4,152

3,962
3,570

5,000

10,000

15,000

20,000

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2

港 区 中央区 千代田区

新宿区 渋谷区 江東区

品川区 大田区 豊島区

台東区

(千㎡)

(各年1月1日)

各区における「非木造 事務所、店舗、百貨店、銀行」の
床面積の推移

平成

木造 専用住宅, 
12.7%

木造 併用住宅, 
1.9%

木造 アパート, 
4.8%

非木造 住宅、ア

パート, 51.3%

非木造 事務所、

店舗、百貨店、銀

行, 24.5%

非木造 病院、ホテ

ル, 2.9%

非木造 工場、倉

庫、市場, 1.4%

非木造 劇場、娯

楽場等、その他, 
0.2%

木造 その他, 0.3%

令和２年 種類、構造別家屋の床面積の構成比

（６） 種類、構造別家屋の床面積の推移

区内家屋の床面積を種類別にみると、住宅系が

70.7％、業務系が 29.0％となっています。 

住宅系では、「非木造 住宅、アパート」が最

も多く 51.3％、次いで「木造 専用住宅」（戸建

住宅）が 12.7%、「木造 アパート」が 4.8％、「木

造 併用住宅」（店舗等と住宅の併用）が 1.9％

です。 

また、業務系では、「非木造 事務所、店舗、

百貨店、銀行」が 24.5％、「非木造 病院、ホテ

ル」が 2.9％、「非木造 工場、倉庫、市場」が

1.4％となっています。 

 これらの種類、構造別床面積の経年推移をみる

と、「非木造 住宅、アパート」が増加傾向にあ

ることがわかります。 

 「非木造 事務所、店舗、百貨店、銀行」につ

いて、増加傾向にある区と比較すると、ほぼ横ば

いの状況であり、池袋副都心の再生にとって、こ

うしたオフィスを増やし、昼間人口の増加を目指

すことが課題となっています。 

出典：東京都統計年鑑 

「地域， 種類， 構造別家屋の棟数及び床面積」より 
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第第１１章章  未未来来戦戦略略推推進進ププラランンのの基基本本的的なな考考ええ方方  

目白 4.3 万人

大塚8.6万人

巣鴨 10.6 万人

駒込 万人

落合南長崎 2.2 万人

椎名町 1.6 万人

東長崎 2.1 万人

千川 3.1 万人

要町3.1万人

北池袋 0.8 万人

下板橋 1.3 万人 板橋 5.0 万人

東池袋 3.0 万人

西巣鴨 2.1 万人
南北線駒込 2.9 万人

三田線巣鴨 6.7 万人

新大塚 2.0万人

雑司が谷 1.3万人

池袋 179.5万人
ＪＲ 75.3
西武 33.5

東武 33.1
東京ﾒﾄﾛ 37.7

出典：各社ホームページより

7.0

（▲850,858人）

（▲364,546人）

（▲149,874人）

（▲145,732人）

（▲190,706人）

（前年比）

307
294

270 264 261 272
263

254 251 250 254 259 258
263 264 267 268 265

180

204 195

173
164 162 167

161 155 154 153155158 157160 161 162 163 163

103 99 97 100 99 105 102 99 97 97 99 101 101103 103 105 105 102

50

100

150

200

250

300

350

6 9 12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2

（万人/日）

総数

定期

普通

出典：東京都統計年鑑・各社ホームページより

（年度）

（７） 池袋駅の乗降客数の推移

池袋駅の一日乗降客数（JR、私鉄、地下鉄の

計）は、平成６年度以降減少傾向にありました

が、平成 16 年度の 261 万人を底に、平成 19年

度では 272 万人まで増加しました。その後、平

成 20年度には再び減少し始め、平成 23年度に

は約 250 万人となりました。これは、平成 20

年６月に副都心線が開通したことが少なから

ず乗降客数の減少につながったと考えられま

す。 

しかし、平成24年度以降は再び増加に転じ、

平成 30年度には約 268万人まで増加しました。

平成 24 年度以降の増加の背景には東京メトロ

の乗降者数が増えたことが大きな要因として

あげられ、副都心線と東急東横線との相互直通

運転開始時期と重なっています。 

令和２年度は約180万人と大きく減少しまし

た。これは、コロナ禍によるテレワークの増加

や外出自粛が大きく影響していると考えられ

ます。 

池袋駅の一日乗降客数の推移

区内各駅の一日乗降客数（令和２年度）

［将来像編］11

第１章　未来戦略推進プランの基本的な考え方



未未来来戦戦略略推推進進ププラランン２２００２２２２  

653 

937

618 
659

513 

709

400 

485
469 

511

117755  221188  

127 

150

0

200

400

600

800

1,000

1,200

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31R2R3

中央

千代田

渋谷

新宿

港

豊島

文京85 

95

84 

99

72 

80

63 63

47 

51

55 
60

5544  

6633  

52 

54

40 

53

41 
43

39 

39

30

40

50

60

70

80

90

100

110

10 11 12 13 14 15 16 1718 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 2930 31R2R3

目黒

文京

新宿

世田谷

荒川

中野

豊島

杉並

北

板橋

練馬

（８） 景気変動の影響を受ける地価の状況（地価公示）

 平成 17 年まで減少を続けてきた豊島区の地価（地価公示による用途別平均）は、平成 20 年９月のリ

ーマンショックを契機とした世界的な金融危機と世界経済悪化の影響を受け、平均変動率で平成 25年

まで５年連続の下落となっていました。しかし、平成 26 年からは住宅地、商業地ともに上昇に転じ、

令和２年まで７年連続で上昇しました。 

令和３年は、コロナ禍の影響を受け、上昇傾向から下落傾向に転じ、住宅地は１平方メートルあたり

約 63万円、商業地は約 218 万円となり、住宅地は前年と横ばい、商業地は前年比 2.7％低下しました。 

23 区でみると、住宅地の地価はほとんどの区が前年と横ばいまたはわずかに低下し、商業地について

は、ほとんどの区が前年よりも低い地価となっています。23 区全域の平均地価は、住宅地においては横

ばい、商業地においては 3.4％の低下となっています。 

地価は景気変動の影響を大きく受けますが、住宅地・商業地ともに、魅力的なまちづくりを引き続き

展開し、その価値を高めていくことが課題となっています。 

住宅地 平均地価の推移（地価公示）

平成 (年) 

商業地 平均地価の推移（地価公示）（万円） 

平成 (年)

（万円） 

出典：東京都財務局ホームページ 

「地価公示 区市町村別用途別 平均価格表」より 
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